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＜連絡事項＞
・下記の日程で昇格試験を実施します。受験対象者で有る事をご確認のうえ申し込みください。
試験日程：６月１１日(火)１２日(水)１３日(木)　
場所： メンタル４階メモリアルホール　【八戸会場】
※試験会場は使用状況にて変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
試験時間：１７：３０～１８：３０
申込期限：５月２７日（月）～６月６日（木）１７：００
対象職員：中級・上級受験資格者
申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒2.昇格試験申込
※受験申し込みをしたら必ず各管理者へ報告をお願致します。

＜患者様連絡事項＞
・冨田　幸生様～青山荘外泊体験より帰院。ご本人は充実していたと話され、施設側でも今後ケア会議を行い、入所に向けて進めていく方向性を検討しており、寝具を施設に置いて帰院している。

・坂本　健治様～13:00～14:00GH「ミライフルシェアハウスサービス八戸尻内」を計画相談員森氏とご両親同行にて見学をする。部屋の広さも十分で両親の好感度も良かったと話されており、今後、体験利用の計画を進めていくこととなっている。

・淡路　智恵子様～臨時薬14日分処方あり。ロキソプロフェンNa（60）1T　1×/夕食後に減量処方となっている。

＜要注目患者様＞　
・赤石　陽介様～排尿時痛軽度持続するも発熱なし。膿尿もなし。病棟プログラムは拒否なく参加している。一般状態の観察継続していく。

[bookmark: _GoBack]・中居　敬悦様～病棟プログラムは問題なく参加しているが、診察時は膝痛や頻尿、脱力感などの訴えあり。ゼプリオン水懸筋注50㎎に減量中であり、表面上穏やかではあるがやや表情乏しい様子も見られる為、継続して経過観察するよう主治医より指示あり。

＜小柳Dr.診察情報、ケース検討＞
・山谷　由香様～外出出来ずイライラ、ストレスでドアを蹴ったと自分から話している。飲水量も多いと自覚している。自分では売店で飴を購入し、対策していきたいという。生理が以前より不順で3日で終了している事も気にされている。主治医からは氷で飲水量の制限をする事とﾌﾟﾛﾗｸﾁﾝの血中濃度について説明を受けている。父に会えないことが寂しいとの訴えもあり、診察では自分の思っていることを主治医に伝えることが出来ている。

・大久保　すい様～「ご飯食べたよ」「毒入ってなかった」と明るく話している。排便-8日
を報告。排便6日以上ない時レシカルボン坐剤1個挿肛の継続指示あ
り。本日1本挿肛処置施行、IFオーダー処方で5本処方となっている。

・会津　慮子様～先日娘様に架電した事について「電話しても出なかった、話し中だったかも」と前向きにとらえて話している。不調の訴えなし。

・春山　知範様～先日の外出プログラムについて良かったと話している。退院に向けて調整していくよう主治医より指示あり。

・佐野　貢様～床頭台上に、ペーパータオルが収集されていることを主治医に報告。本人は
以前からのもので増えていないと話す。先日のHDS-R、MMSEの結果について
主治医より説明を受け「どうしたら回復するか」「方向音痴もその症状と関
連しているか」など質問している。主治医からは普段の生活を少しでも良く
なるよう行動する事ともう少し、身体を動かし活動するよう説明を受けて
いる。

＜金Dr.診察情報、ケース検討＞
・坂本　健治様～本日GH見学へ行き、部屋の広さも十分で両親の好感度も高かったことを主治医に報告している。

・井上　和美様～最近の調子を主治医に聞かれると「こったらもんだ」と笑顔で話し、床屋で髪をカットした事を伝えている。不機嫌さなく穏やか。臨時薬同内容にて7日分処方となっている。

・飯豊　信雄様～金銭についても主治医には十分あると伝えている。先日の外出プログラムで外食した事を笑顔で話している。

＜柞木田Dr.診察情報、ケース検討＞
・上村　みわ様～おしっこはまだ少し漏れると排尿時の訴えあり。表情は穏やか。主治医より骨盤底筋体操を続けてもらうよう指導あり。

・太田　伸恵様～OTスタッフの災害についての話題や「ミサイル」と言う言語に過剰反応ある事を報告。診察では先日の感情失禁について、スタッフを見たら涙が止まらなくなった。今は大丈夫と言う。主治医より現在の表情や大丈夫と言う言動は大丈夫ではないと思われると指摘され、キャパオーバーに気付かないのではとの説明で、下の子が障害を心配し、毎月保健師が訪問してきたことを思い出すと言う。保健師には「このお母さん危ない」と思われていたと思う。息子のPTA会長とかもしていたが、普通にやっていたと思う。自分で言う事ではないが自分は優等生だったが、母と馬が合わず、言葉で絶対勝てないと思っていた。甘やかされて育ったのかなと思う。暗黙の了解として、高校入学時とかに○○高校にしか行っていないから、と言われて負担だと思わなかったなど主治医への訴え多弁にあり。表情は乏しく大丈夫と自身で思うようにしている様子あり。また、退院後はデイケアが併設されているクリニックに通院したいなどの訴えもあり。
バルプロ酸ナトリウム錠100㎎ 1 錠　1×1/寝る前に追加処方となる。
※主治医より本1冊貸し出している。

・和田　シュン様～固定資産税について執拗に訴えてくる事を報告。本人は幻聴も減り、騙されることもない。肩こりは治ったみたいと話す。テープ薬貼付部位の掻痒感訴えロコイド軟膏処方となる。固定資産税の話には表情の硬さあり。ご子息に固定資産税の確認をするよう主治医より指示あり。処方内容は継続。

・船場　幸子様～やや下痢気味であり、足は少し火照るがいいと思うと話している。表情は乏しいが対応は穏やか。臨時薬継続処方あり。

・中村　徳子様～2日前1時間以上にわたり演歌を歌っていた事を報告。外泊訓練は6月1日（土）を予定し夫への連絡も済み。診察では幻聴はない。便はちょっと緩いかもしれないと言うが薬は同内容希望し、表情は穏やか。

・出河　攻様～調子は普通。気になる事は目の手術であると話している。表情は穏やか。

・中居　敬悦様～膝の痛みと声が出にくい感じ、頻尿を訴える。ふらつきは急に脱力がでることがあったが、日による。脛が硬直して動かない時もある。睡眠は摂れていると話す。弟と連絡して、6/8に外出したいと言うが、表情は乏しく、表面上は落ち着いているが、身体症状の訴えが出てきている。ゼプリオン水懸筋注50㎎に減量中であり、継続して経過観察するよう指示あり。

・山下　佳奈様～眠気は気にならないが午前中作業に出られないことが1回あった。北に
来て、個室よりはトイレが気になると言う。また症状で気になる事は鼻が痒いことで、頓服飲み過ぎたらいけないのかなと思うと表情は穏やかに話す。処方は同内容希望で継続。
